都市計画実習「生活安全環境班」中間発表　2008年5月20日

エコタウンつくば～まだまだ減らせる二酸化炭素～

担当教官：吉野邦彦　TA：田中圭　班員：竹鼻・田村・柴田・島崎・菴木・鎌田
１、背景
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　今、世界中で温暖化効果のある二酸化炭素排出量の削減が話題となっている。日本においても2050年までに二酸化炭素排出量を50％削減することを目標としている。そんな中にあって現在つくば市は、新エネルギー特区の認定を受けるなど環境問題に取り組んでいるほか、公共施設へ自然エネルギー導入や環境教育などを積極的に行ってきた。また来月（2008年6月）に選定される「環境モデル都市」に対しても立候補する予定である。そのため、今つくば市は温室効果ガスの排出削減を目標とするなどして「環境モデル都市」の実現に向けて積極的に動き出している。　「つくば市環境モデル都市計画書（案）」によれば、つくば市は2030年までにCO２排出量を現在の50%にするとした指針を示しており、これには市民や行政、つくば市内の様々な研究機関や大学などが実現に向けて協力を名乗りでている。
２、現状

現在つくば市で排出されているCO2は、年間1515638.9トンである。近隣の都市の二酸化炭素排出量と比較してみると

	　
	人口(人)
	世帯数(戸)
	二酸化炭素(t)

	つくば市
	208,427
	83,970
	1,515,638

	取手市
	111,129
	43,680
	5,764


となっており、非常に多いことがわかる。ただ二酸化炭素排出量は、市町村により大きく異なっており、都会などではつくば市以上に排出されている。しかし、つくば市にはCO2を50％削減するという夢があり、つくば市の二酸化炭素削減をテーマにする価値はあると考えられる。
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３、対象
CO２の排出には電気・ガス・水道・ごみなど様々なエネルギー消費活動が関連しているが、つくば市では「民生」•「産業」•「業務」の３部門のうち民生（家庭•業務）のCO2排出量は約半分となっており、全体に閉める割合が非常に大きくなっている。
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中でも、右のグラフからわかるように民生の中の「業務用」の項目が非常に大きな比率を占めているのがわかる。しかし右上のグラフを見てもらいたい。これは民生（業務用）の各施設のCO2排出量を示したものである。これを見てもらうとわかるように、小数の施設のみで排出量の大半を埋めてしまっている。またこれらの施設では、それぞれ「環境報告書」を作成しており、各自で省エネに取り組んでおり、実際に成果を上げていることから、今回の実習で何かを提案することはしない。

それらに比べて家庭の消費量や消費内訳といった詳細は、つくば市としても把握できてないことがヒアリングからわかった。現在議論が進められている３Eフォーラムにおいても、市単位の提案は多く見受けられるが、個々の家庭に対しての提案は少ない。CO2削減を見る上で家庭という単位は、運輸や産業よりも未知な部分が多く、明確な対策を立てるのが難しいという現状がある。
そこで今回我々生活安全環境班は民生の中でも「家庭」のエネルギー消費に目を向け、生活上いかにしてCO2の削減を成し得て行くかを考えようと思う。
	今回の実習では基本的に省エネの指標を「排出されるCO2換算」で行うものとする。ただしCO2の中にもエネルギー由来のものや、有機物が分解される際に排出されるものなどの種類が存在するが、今回に関しては前者のみを対象として取り扱う。


４、家庭における二酸化炭素排出行動

· 電気を使う

平成１９年度二酸化炭素排出係数は0.000339t-CO2/kWh(東京電力の場合)

· ガスを使う

排出係数は液化天然ガスの場合2.698Kg-CO2/kg　（地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第３条）

· 水道を使う

· 灯油・ガソリンを使う

排出係数はガソリンで2.322　灯油で2.489 Kg-CO2/kg　（地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第３条）

· ごみを出す

排出係数は可燃ごみの場合0.34 Kg-CO2/kg
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※排出係数とは、使ったエネルギー量にその数値をかけることで、排出された二酸化炭素の量がわかる指数のことである。

これらのような二酸化炭素排出行動の中でも、今回の実習では効果的な対策を講じることができる項目を取捨選択して、対策を考えていこうと思う。つくば市地域新エネルギー導入ビジョンによれば、民生部門家庭用の項目における石油系、都市ガス、電力それぞれから発生する二酸化炭素排出量はほぼ同等量であることがわかっている。

５、現状、家庭で考えられる対策

1 二酸化炭素削減のための行動

生活の中で省エネをしようとする意識を常に持つようにする。ごみの分別をしっかり行い、資源の再利用に勤めたり、細かいことでは、積極的に使わない家電のコンセントを抜くなどして待機電力を減らす。
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2 家電製品の見直し

現在の家電製品は、昔のものに比べて消費エネルギーが少なくなっている。（右図は）このことから、家電製品を新しいものに取り替えるなどの行動により、省エネが可能である。この場合家電製品の購入に費用がかかってしまうが、その後の電気料金の減少などのインセンティブも考えられるのではないか。

3 生活スタイルの改善

朝方の生活にすることで、照明を自然光に頼る生活に変える。移動を車中心から、自転車中心に切り替える。

このような考えられる可能性の中から、どれが有効であり実現可能であるかを見極めて、削減プランを考えたい。

６、他の地域の例：守谷市の計画

つくば市に近い守谷市でも、将来的なCO2削減対策を示している。守谷市は事前に市民に対し省エネ意識調査アンケートを行い、そこで得られた結果を元に潜在的可能量を割り出し、さらにそれに実行期待率という概念を導入することによって実際に削減可能量を試算している。その上で平成２７年までニCO2排出量を「7.3％削減」とした具体的なビジョンを示し、積極的にCO２排出量削減に取り組む意向である。

※エネルギー量削減試算方法

　１、潜在的可能量：アンケートにおいてある省エネ活動を実際に実行するかを尋ね、「実施する」と回答した人はその％を全世帯に適応し、一方「できれば」や「考えてみたい」とした曖昧な回答に対しては得られた半分を省エネの潜在的可能性とした。

　２、実行期待率：しかし、省エネ活動について肯定的な解答をした世帯についても、かならすしもそれが2012年までに実行する保障はなく、潜在的可能量を「可能量」とするためには、それを考慮した実行期待値の概念を導入した（守谷市においては期待率7.5%と設定）。

以上の流れで試算を行った結果、産業部門、家庭部門、業務部門、運輸部門それぞれにおいて4.7%、6.4%、12.0%、8.6%、全体では7.4%（2012年ベース）という値が算出された。

実際、この取り組みの達成度についてはまずまずのスタートとなっている。守谷市役所は、各課積極的に省エネ行動や燃料節約などをすることによって、既に5.7%のCO２削減を達成している（平成17年度実績）。
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このように、市民の意識と実現可能性を考慮に入れ削減可能量を打ち出した守谷市に対し、つくば市はそういった分析は一切なく、しかも市民のエネルギー消費・CO2排出量の詳細すら把握していないのが現状である。2000年の時点で守谷市の方がつくば市より年間１人当たりCO2排出量が多かった（削減可能な無駄が多い）
ことも考慮にいれると、つくば市が現在打ち出している「2030年までにCO2　50%削減」という計画はあまりに壮大かつ無謀なものであるといえる。
『守谷市地域省エネルギービジョン（PDF版）』より　

７、学生アンケートの結果
我々は一般家庭にアンケートを行う前に、予備アンケートとして、都市計画主専攻の学生が省エネに対してどの程度関心があるかということについてのアンケート調査を行った。
まず照明・テレビ・洗濯機などの家電について、現在省エネを心がけた使い方をしているか尋ねたところ、学生の多くは「実行している」と答え、今後についてもそれぞれ6割前後が「心がけて実行したい」と回答した。
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一方、家庭の電力消費量の約10%を占める待機電力について、「知っている」と答えた人が36%、「知らなかった」と答えた人が64%という結果となった。さらに「知っている」と答えた人の中で「日常生活において待機電力を減らす努力をしているか」との問いには「している」37%、「たまにする」19%、「あまりしない」19%、「しない」25%となり、

電化製品の６割に比べ低い数値となることがわかった。このことからも、身近にある家電の省エネについては意識が高く、消費電力量が多いと知られていない待機電力についてはあまり意識が高くないと推測ができた。
また、同時に行った質問で「日常すでに取り組んでいるCO2削減対策はあるか」と質問したところ、左グラフのような結果となり、「電気使用量を減らす」と答えた人が、「ガスを減らす」「水道を減らす」と答えた人の約２倍となり、私たちの消費しているエネルギーの中でもっとも省エネに取り組みやすい分野であると推測することが可能である。

８、今後の実習活動

· 学生に行ったアンケート結果をもとに、アンケートを改良。

· 一般家庭へのアンケート調査

· 低炭素シティつくばを目指したCO2削減対策の提案

· 提案の検証

· まとめ
